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『
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
』
…

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
、

ス
ー
ダ
ン
は
物
理
的
に
も
心

理
的
に
も
遠
い
国
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
に
あ
る
か

も
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど

だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
「
テ
ロ

支
援
国
≒
イ
ス
ラ
ム
原
理
主

懇
「
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
」
等
、

ス
ー
ダ
ン
は
危
険
な
国
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
も
多
い
。

　
筆
者
は
、
調
査
研
究
の
た

め
に
二
〇
〇
Ｅ
年
と
○
八
年

の
二
回
、
渡
航
し
た
。
首
都

ハ
ル
ツ
ー
ム
周
辺
は
、
安
全

で
居
心
地
が
よ
く
、
欧
米
メ
☆

て
い
る
。

　
ら
く
ぎ
・
あ
き
こ
　
１
９
６
１
年

岡
山
市
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
卒
、

京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。

２
０
０
３
年
か
ら
現
職
。
総
社
市
教

育
委
員
。
専
門
は
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
。
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や
中
東
に
流
出
し
て
い
シ
ナ
病
院
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
　
ス
ー
ダ
ン
と
の
政
治
・

た
。
優
秀
な
医
師
を
国
内
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。
　
経
済
の
パ
イ
プ
が
途
絶
え

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
’

を
直
接
知
る
人
は
い
な
か
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力
全
体
の
平
和
を
熱
く
語
る
エ
ク
ト
の
団
長
を
務
め
た
の
　
全
敗
氏
は
成
田
に
帰
国
三
ヵ
月
単
位
で
ス
ー
ダ
ン
こ
こ
十
数
年
、
音
信
不
通
れ
て
い
た
ノ
日
本
か
ら
持

大
臣
、
国
力
向
上
の
た
め
の
が
、
全
敗
泰
弘
氏
（
加
計
学
し
た
そ
の
足
で
朋
友
の
安
’
に
派
遣
。
延
べ
人
数
は
五
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
筆
ち
込
ま
れ
た
各
種
機
材
に
三

教
育
改
革
に
取
り
組
む
学
園
相
談
役
、
元
岡
山
犬
医
学
倍
晋
太
郎
外
相
（
当
時
）
を
十
Ｔ
人
に
も
及
ん
だ
。
最
者
の
同
僚
で
、
当
時
の
メ
は
、
≒
１
９
８
３
年
ス
ー

者
、
孤
児
・
障
害
者
・
高
齢
部
長
）
。
金
敷
氏
が
最
初
に
訪
問
し
、
政
府
ル
ー
ト
の
新
の
機
器
の
選
定
や
設
置
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
ダ
ン
・
日
本
の
協
力
事
業
」

階
ｙ

Ｑ
Ｍ
ｇ
Ｑ
Ｓ
!
：
５
４
Ｑ
ｊ
ス
ー
ダ
ン
を
彷
昨
た
の
は
Ｉ
　
協
力
を
依
頼
し
た
。
安
倍
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
も
と
森
孵
晏
氏
（
岡
山
県
立
大
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て

…
…
盛
り
上
が
る
楽
し
い
女
性
た

ち
’
：
ど
の
場
面
を
想
起
し
て

も
、
暖
か
い
気
持
ち
が
わ
き

上
が
っ
て
く
る
。

る
教
育
孵
院
の
設
立
を
要
望

さ
れ
た
。
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に
定
着
さ
せ
る
た
め
は
、
　
以
来
、
準
備
期
間
を
経
て
以
来
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
ス
っ
た
が
、
当
時
の
プ
ロ
営

高
度
な
医
学
教
育
と
設
備
て
、
八
六
年
か
ら
九
二
年
Ｉ
ダ
ン
支
援
を
打
ち
切
エ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
名
前

を
備
え
た
総
合
病
院
建
設
に
わ
た
り
、
岡
大
医
学
部
り
、
岡
大
医
学
部
と
イ
ブ
と
彼
ら
の
貢
献
が
新
し
い

び
肱
勝
で
も
っ
た
・
　
　
は
ぼ
竿
三
チ
ー
ム
を
二
～
ン
シ
ナ
病
院
と
の
関
係
も
ス
タ
ッ
フ
に
も
語
り
継
が

が
急
務
で
あ
っ
た
。
　
　
は
毎
年
三
チ
ー
ム
を
Ｉ
〒
ン
シ
ナ
病
院
と
の
関
係
も
ス
タ
ッ

フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ら
」
と

い
う
条
件
で
、
資
金
援
助

　
当
時
、
ス
ー
ダ
ン
に
医
学
を
約
束
し
た
。
そ
の
後
、
国

都
は
あ
っ
た
も
の
の
、
卒
業
際
協
力
機
構
宇
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

わ
が
国
は
米
国
の
ス
ー
ダ
生
は
高
待
遇
を
求
め
て
欧
米
も
全
面
協
力
し
、
「
イ
ブ
ン

学
問
・
研
究
の
パ

ン
敵
視
政
策
に
追
随
し
、
一
　
。

九
九
〇
年
代
以
来
ス
ー
ダ
ン

ー

と
の
政
治
的
、
経
済
的
交
流
‘

を
絶
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一

現
在
の
ス
ー
ダ
ン
に
は
、
か
’

つ
て
日
本
が
さ
し
の
べ
た
援

一

助
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
Ｉ

る
ｏ
そ
の
景
た
る
も
の
は
ヽ
　
一

駄
目
機
関
を
備
え
た
ハ
ル
ッ
ー

ー
ム
の
「
イ
ブ
ン
シ
ナ
病
。

院
」
。
岡
大
医
学
部
の
主
導
｛

の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
誓
二

病
院
だ
。
今
な
お
ス
ー
ダ
二

に
根
付
く
こ
の
岡
大
医
学
部
一

の
貢
献
は
、
国
際
社
会
の
中

で
の
「
日
本
の
誇
り
」
で
あ

る
と
同
時
に
「
岡
山
の
誇
り
」

　で
イも

プあ
ンる

シ　゜
ナ

病
院
プ
ロ
ジ

イ
プ
再
び

い
た
。
そ
れ
ら
の
機
材
は
、

か
れ
こ
れ
二
十
年
以
上
前

け
だ
が
、
ス
Ｌ
ダ
ン
は
筆

学
教
授
）
も
「
病
院
は
今
者
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷

も
機
能
し
て
い
る
の
だ
ろ
の
よ
う
な
近
し
い
国
と
な

う
か
。
自
分
た
ち
が
持
ち
っ
た
。
ス
ー
ダ
ン
と
日
本

込
ん
だ
機
材
は
ち
ゃ
ん
と
の
政
治
・
経
済
の
パ
イ
プ

勤
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
　
が
、
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
に

ス
ー
ダ
ン
の
そ
ろ
ぱ
ん
教
室
。
そ
ろ
ば
ん
は
貧
困
脱
却

の
た
め
の
希
望
の
灯
で
あ
吐
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
ろ
ぱ

ん
を
通
し
て
遠
い
日
本
に
思
い
を
は
せ
て
い
る

よ
り
、
現
地
医
師
へ
の
教
と
し
ば
し
ば
気
に
し
て
い
よ
っ
て
ま
す
ま
す
遠
の
い

育
、
最
新
医
療
技
術
の
伝
た
。
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
て
い
く
の
は
残
念
で
な
ら

授
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に
カ
メ
ン
バ
ー
も
、
自
分
た
ち
な
い
。
し
か
し
、
政
治
・

を
往
き
、
ス
ー
ダ
ン
人
に
が
産
み
育
て
た
イ
ブ
ン
シ
経
済
の
パ
イ
プ
が
切
れ
て

よ
る
病
院
運
営
を
め
ざ
し
ナ
病
院
に
対
し
て
、
同
じ
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
学

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
問
・
研
究
の
パ
イ
プ
を
つ

　
概
し
て
、
こ
の
種
の
援
る
こ
と
だ
ろ
う
。
　
　
　
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。

助
は
、
高
額
な
機
器
を
寄
　
筆
者
は
イ
ブ
ン
シ
ナ
病
　
し
か
も
、
「
日
本
か
ら

付
し
て
終
わ
る
こ
と
が
多
院
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ス
ー
ダ
ン
ヘ
」
と
い
う
一

い
。
結
局
、
現
地
で
は
活
た
。
正
面
玄
関
に
は
、
日
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、

用
で
き
ず
に
「
宝
の
持
ち
の
丸
の
国
旗
が
掲
げ
ら
両
国
が
対
等
な
立
場
で
互

腐
れ
」
に
な
る
場
合
が
多
れ
、
病
院
の
中
は
多
く
の
い
に
教
え
学
び
あ
う
関

い
の
だ
。
金
波
氏
率
い
る
患
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
係
、
そ
し
て
、
と
も
に
何

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
し
ま
た
、
ス
ー
ダ
ン
資
本
に
か
を
つ
く
り
出
す
関
係
が

た
「
ス
ー
ダ
ン
人
に
よ
る
、
よ
っ
て
病
院
の
分
館
も
新
必
要
だ
。
岡
山
の
先
人
だ

ス
ー
ダ
ン
人
の
た
め
の
医
た
に
建
設
さ
れ
、
ま
す
ま
ち
が
身
を
も
っ
て
教
え
て

療
」
は
、
真
の
国
際
貢
献
、
す
充
実
し
て
い
る
様
子
が
く
れ
た
よ
う
に
。

途
上
国
援
助
の
あ
る
べ
き
伺
え
た
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
　
ー
（
岡
山
県
立
大
保
健
福

姿
を
教
え
て
く
れ
る
。
　
は
代
替
わ
り
し
て
お
り
、
祉
学
部
専
任
講
師
）
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